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【
太
鼓
踊
り
の
由
来
】

島
津
義
弘
公
が
江
戸
に
伺
候

し
た
折
、
江
戸
で
は
コ
レ
ラ
が

大
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
駿
河

の
念
仏
踊
り
が
市
中
を
練
り
歩

い
た
と
こ
ろ
コ
レ
ラ
も
下
火
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
功
徳
の
偉

大
さ
に
驚
く
と
と
も
に
朝
鮮
の

役
の
凱
旋
記
念
に
と
、
家
臣
に

そ
の
踊
り
を
習
得
さ
せ
、
さ
ら

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
の
が
現
在

の
加
治
木
の
太
鼓
踊
り
で
す
。

控
r
L

－
十
一
回
菓
音
量
感
鰯
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繋600人が総踊り
柳沼本妻まつり　盛大に開催
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か
じ
毒
　
ト
ビ
l
y
’
ス

第
三
十
八
回
加
治
木
夏
ま
つ
り
が

七
月
三
十
一
日
と
八
月
一
日
の
二
日

間
、
蒲
生
田
通
り
と
加
治
木
港
で
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
た

ち
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

三
十
一
日
の
午
後
五
時
、
反
土
地

区
の
太
鼓
踊
り
で
前
夜
祭
が
ス
タ
ー

ト
。
み
こ
し
隊
や
音
楽
隊
が
蒲
生
田

通
り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

み
こ
し
隊
に
は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
、
地
域
こ
ど
も
会
な
ど
か
ら
二
十

九
基
が
参
加
。
九
州
新
幹
線
の
開
業

や
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
祝
う
も

の
な
ど
、
ど
れ
も
華
や
か
に
飾
ら
れ

見
物
客
の
日
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

総
踊
り
に
は
、
町
内
企
業
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
か
ら
約
六
百
人
が
参
加
。

ハ
ッ
ど
や
浴
衣
に
身
を
包
み
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

一
日
の
本
条
は
、
港
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
喜
び
の
里
入
所
者
の
演
奏

や
園
児
の
日
本
舞
踊
な
ど
で
観
客
を

楽
し
ま
せ
、
最
後
は
四
千
五
百
発
の

大
花
火
大
会
で
二
日
間
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

【
み
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
】

▽
幼
児
の
部
　
錦
江
幼
稚
園
A

▽
児
童
の
部
　
中
央
子
ど
も
会
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新しい事務局長の岩崎さん（左）
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義援金を手渡す百合の会のメンバー

手

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

態
醸
彊
し
た

夏
休
み
期
間
中
の
八
月
五
日
、
親
子
料

理
教
室
が
加
音
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
家
族
十
二
名
が
、
日
頃
食
べ
て
い
る

給
食
の
味
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
「
奄
美
の
鶏
飯
」
他
五

品
。
人
参
や
し
い
た
け
を
細
か
く
切
る
こ

と
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
調
理
員
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
手
際
良
く
料

理
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

「
給
食
で
食
べ
る
と
き
よ
り
、
な
ぜ
か

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
加
治
木
中
二

年
の
田
中
志
佳
さ
ん
。

手
作
り
し
て
こ
そ
出
せ
る
ス
パ
イ
ス
の

効
い
た
料
理
に
、
参
加
者
た
ち
は
み
な
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

〆
事
務
局
長
に
岩
崎
京
さ
ん

社
団
法
人
加
治
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
新
し
い
事
務
局
長
に
八
月
一
日

付
で
岩
崎
京
さ
ん
が
就
任
し
、
川
野
威
朗

理
事
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
二
年
四
月
に

開
設
さ
れ
、
現
在
の
登
録
会
員
数
は
二
百

十人。個
人
宅
や
事
業
所
の
除
草
や
庭
木
の
勇

足
、
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
の
身
の
ま
わ
り

の
お
手
伝
い
な
ど
、
軽
作
業
を
主
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

加
治
木
町
反
土
1
0
1
0
－
2

℡
（
6
3
）
0
0
5
1

へ
災
害
義
援
金
を
送
る

百
合
の
会

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
に

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の
相
談
苦
情
を
公

平
に
解
決
す
る
た
め
、
「
相
談
・
苦
情
解

決
第
三
者
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
度
、
委
員
会
の
新
し
い
委
員
に
、

七
月
一
日
付
け
で
同
協
議
会
評
議
員
の
海

老
原
博
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
委
員
に
は
次
の
三
人
の
方
が
就

任
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

●
海
老
原
博
子
Ⅲ
（
6
3
）
　
0
8
5
0

●
向
江
　
巧
　
Ⅲ
（
6
3
）
　
4
1
3
0

●
中
元
邦
夫
　
皿
　
（
6
3
）
　
2
1
5
2

▽
相
談
・
苦
情
受
付
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会

℡
（
6
2
）
　
2
0
4
1

新
潟
県
中
部
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害

（
七
・
一
三
水
害
）
　
で
、
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
し
ょ
う
と
、
百
合
の
会
の
メ

ン
バ
ー
が
義
援
金
を
募
り
、
集
ま
っ
た
お

金
を
「
被
災
地
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

川
野
町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

会
長
の
坂
元
広
子
さ
ん
は
、
「
鹿
児
島

県
も
、
八
・
六
大
水
害
の
時
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
温
か
い
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

今
度
は
自
分
た
ち
が
お
返
し
を
す
る
番
。

一
日
も
早
く
復
旧
作
業
が
進
み
、
被
災
地

の
み
な
さ
ん
が
元
気
を
取
り
戻
し
て
く
れ

た
ら
い
い
で
す
ね
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た。
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加治柵　カトリーナさんからベティさんへ
国際交流員

カトリーナさん
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二年間お世話になりまし
。どうもありがとうご 
しヽました。 
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ベティさん
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撼　東レくま簾を連細
●唐金花瓶

この青銅製の花瓶は、「明治42年・森山庄助

作」と箱書があり、頭部から胴部に金箔様の文様

が施された重厚な趣を持つ資料です。

加治木は藩政時代から鋳物業が発達しており、

その中心となったのが森山家です。この花瓶は、

加治木の商工業の発展に大きく関与した鋳物業の

技術水準を伝える秀作です。

●霜山家の鋳物製品

i阜 ��　∴i二∴∴ヽ l 
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この鋳物製品は鉄瓶3点、甘酒器1点からなり、名工道

仁・道也の作品といわれています。作品の装飾の美しさと

共に、安定感や水切りの良さという機能性も優れており、

当時の技術水準の高さを伝える貴重な工芸品です。

国
際
交
流
員
と
し
て
日
夜
活
躍
さ

れ
て
い
た
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
の
任
期

が
満
了
と
な
り
、
七
月
二
十
八
日
、

役
場
で
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
野
町
長
が
、
「
帰
国
し
て
か
ら

も
本
国
と
日
本
、
そ
し
て
加
治
木
と

の
架
け
橋
と
し
て
元
気
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
。
こ
れ
に
対

し
、
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
は
「
加
治
木

町
の
み
な
さ
ん
に
は
と
て
も
親
切
に

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

加
治
木
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

本
国
で
も
頑
張
り
ま
す
。
」
と
最
後

の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

職
員
の
代
表
が
感
謝
の
花
束
を
贈

り
、
カ
ト
リ
ー
ナ
さ
ん
の
二
年
間
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

退
任
式
に
引
き
続
き
、
第
六
代
国

際
交
流
員
と
な
る
ベ
テ
ィ
・
リ
ン
さ

ん
の
就
任
式
が
行
わ
れ
、
今
後
の
活

躍
を
み
ん
な
で
祈
念
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ィ
さ
ん
は
、
台
湾
生
ま
れ
で

す
が
、
九
歳
の
時
に
家
族
と
と
も
に

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移
住
。

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
攻
し
、

交
換
留
学
生
と
し
て
東
京
外
国
語
大

学
へ
一
年
間
通
っ
た
経
験
も
。

「
和
食
で
は
茶
碗
蒸
し
が
好
き
、

で
も
刺
身
は
ち
ょ
っ
と
若
手
」
と
い

う
ベ
テ
ィ
さ
ん
は
、
剣
道
や
弓
道
に

興
味
を
持
つ
二
十
五
歳
で
す
。

町
で
ベ
テ
ィ
さ
ん
を
見
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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摸蹴謁「
90蕨以上は303人（昨年より31人増）

十　十　九　八　七　六　五　四　三　二　一

国　威　安　池　森　安　奥　塩　梅　向　佐

元　尾　藤∴瑞　永　田　　　屋　　　を∴腺

加治木町内の年 �酷 �別 �人口（10歳階鮒 
年齢区分 �男　（人） �女　（人） �合　計　（人） �比　率（％） 

10代未満 �1，033 �1，079 �2，112 �9．25 

10代 �1，347 �1，260 �2，607 �11 

20代 �1，253 �1，357 �2，610 �11．43 

30代 �1，110 �1，218 �2，328 �10．20 

40代 �1，408 �1，559 �2，967 �13．00 

50代 �1，746 �1，770 �3，516 �15．40 

60代 �1，279 �1，460 �2，739 �12．00 

70代 �1，024 �1，428 �2，452 �10．74 

80代 �381 �813 �1，194 �5．23 

90代 �69 �224 �293 �1．28 

100代 �1 �9 �10 �0．04 

総　　数 �10，651 �12，177 �22，828 �100．00 

資料：平成16年7月30日現在

加
治
木
町
内
に
は
、
百
五
歳
の
佐
膿
ト
モ
さ
ん
を

最
高
齢
に
百
歳
以
上
の
方
が
十
－
人
、
九
十
歳
代
の

方
が
二
九
二
人
お
ら
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

祝
　
百
歳
以
上
の
長
寿
者

（
生
年
月
日
順
）

ト
　
モ
　
（
一
〇
五
）

朝
∴
手
　
（
－
○
－
）

タ
　
ケ
　
（
－
0
－
）

ユ
キ
　
（
一
〇
二

ハ
　
ヅ
　
（
－
0
－
）

ケ
サ
ミ
ツ
（
－
0
0
）

シ
　
ヅ
　
（
－
○
○
）

ヒ
　
デ
　
（
－
0
0
）

安
　
究
　
（
一
〇
〇
）

ミ
　
ト
　
（
－
○
○
）

フ
　
ミ
　
（
－
0
0
）

平
成
十
六
年
八
月
二
十
日
現
在
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自動車リサイクル涯がスタ臆トします！
平成17年1月1日から、自動車の所有者がリサイクル料金を負

担し、自動車メーカーが責任をもってリサイクルを行う自動車リ

サイクル法がスタートします。

リサイクル料金は、自動車の所有者の方に新車購入時、または

車検時などにお支払いいただくことになります。

●≪リサイクル料金≫

各自動車メーカーが車種別に設定します。

●≪負担の時期≫

新車は購入時、既敗軍は平成17年1月1日以降最初の車検時

（ただし、車検前に廃車する場合は廃車時）

●≪対象車≫

原則すべての四輪自動車

問い合わせ先　経済産業省　製造産業局自動車課　TELO3（3501）1690 

経済産業省：http：／／www．meti．g0．jp／POIicy／automobiIe／index．html 

家庭で不要1こ嬰つな

パソコンの回収・リサイクルtこついて
家庭での使用済みパソコンを有益な資源として再利用するために、平成15年10月1日から、

「資源有効利用促進法」に基づいた「PCリサイクル」が始まりました。パソコンが不要に

なった場合、購入したメーカーに申し込むと、メーカーが責任をもって回収・再資源化します。

●メーカーがわかっているパソコンは、メーカーが回収・リサイクルの受付窓口になります。

家庭の使用済パソコンで、PCリサイクルマークがついているものは、

新たな料金負担なしで、メーカーが回収・再資源化します。

マークがついていない製品は、回収再資源化料金をお客様に御負担い

ただきます。

●回収するメーカーがないパソコンは、「パソコン3R推進センター」が回収・リサイクルの

受付窓口になります。

家庭の使用済パソコンで、回収するメーカーがないパソコンについては、「パソコン3R推

進センター」が回収・再資源化します。ただし、回収再資源化料金が必要となります。

●p Cリサイクルの対象となる機器は、次のとおりです。

三十　望　凹凸凹型
●離トップItソコン　●ノ‾卜l（ソコン　●㌍薗認　●瀧離愁

問い合わせ先　有限責任中間法人パソコン3R推進センター　TEL03（5282）7685 

パソコンリサイクルについて情報を公開しています・http：／／www．PC3r．jp 
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圏

題

国

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
死
亡
者
数
全
体
の
約

5
0
％
（
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
1

位
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
の
発
症
に
は
、
食
生
活
・
運

動
・
た
ば
こ
の
3
つ
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
が
ん
の
原
因
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
遠
ざ
け
て
、
健
康
的
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

Ⅲ
0
9
9
（
2
8
6
）
　
2
1
2
1

1
0
『
－
乳

裁
判
員
制
度
は
つ
い
て

公
証
週
間
に
際
し
、
公
証
事
務
に

関
す
る
疑
問
や
お
困
り
ご
と
等
に
つ

い
て
、
公
証
人
が
直
接
御
相
談
に
応

じ
ま
す
。

○
場
所
　
鹿
児
島
公
証
人
合
同
役
場

（
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
玄
関
前
）

○
日
時
　
1
0
月
2
日
（
土
）
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

○
相
談
料
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
公
証
人
合
同
役
場

皿
0
9
9
（
2
2
2
）
　
2
8
1
1

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時
　
1
0
月
1
5
日
（
金
）
　
1
4
時
～

○
場
所
　
加
音
ホ
ー
ル

○
参
加
費
　
無
料

○
内
容
　
国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園

入
所
者
の
講
演

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
保
健
所
保
健
予
防
課

皿
（
6
3
）
　
8
2
4
8

闇
調
顕
す
適

9
月
2
1
日
（
火
）
か
ら
9
月
0
0
日

（
木
）
ま
で
の
1
0
日
間
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
重
点
項
目

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
運
転
中
に
お
け
る
携
帯
電
話
等
使

用
禁
止
の
徹
底

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
警
交
通
企
画
課

皿
0
9
9
（
2
0
6
）
　
0
1
1
0

事
業
主
の
み
な
さ
ま
、
労
働
保
険

へ
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
そ
の
事
業
主
は

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
国
の
保
険
制
度
で
す
。

加
入
手
続
は
、
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
直
接
行

う
か
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
等
へ

事
務
委
託
す
る
こ
と
で
諸
手
続
が
で

き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
労
働
基
準
監
督
署

冊
（
6
3
）
　
2
0
3
5

学
校
の
施
設
・
設
備
、
教
育
の
方

法
・
内
容
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す
。

〇
日
時
　
日
月
日
日
（
木
）
　
9
時
1
0

分
～
1
2
時
5
分

○
対
象
者
　
平
成
1
7
年
度
就
学
予
定

の
幼
児
及
び
小
・
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
生
徒
等

○
受
付
期
間
　
1
0
月
1
日
（
金
）
～

1
0
月
2
2
日
（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
牧
之
原
養
護
学
校
体

験
入
学
係

皿
（
5
6
）
　
2
6
6
5

平
成
1
6
年
5
月
「
裁
判
員
の
参
加

す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が

成
立
し
ま
し
た
。
公
布
の
円
（
平
成

1
6
年
5
月
2
8
日
）
　
か
ら
5
年
以
向
に

施
行
さ
れ
ま
す
。

Q
　
裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？

A
　
国
民
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁

判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が

有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一

緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

Q
　
裁
判
員
は
ど
う
や
っ
て
選
ば
れ

る
の
？

A
　
2
0
歳
以
上
の
国
民
の
中
か
ら
抽

選
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
こ
の
候

補
者
の
中
か
ら
、
事
件
ご
と
に
裁
判

員
が
選
ば
れ
ま
す
。

Q
　
裁
判
員
は
、
ど
ん
な
事
件
に
参

加
す
る
の
？

A
　
　
殺
人
罪
、
強
盗
致
死
傷
罪
、

放
火
罪
な
ど
の
重
大
事
件
で
す
。

Q
　
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
と
ど
の

く
ら
い
の
期
間
、
裁
判
所
へ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

A
　
多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終

わ
り
ま
す
。

Q
　
私
は
法
律
を
知
ら
な
い
け
れ
ど

も
大
丈
夫
な
の
？

A
　
裁
判
員
の
権
限
や
、
刑
事
裁
判

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
、
法
律
の
内
容

な
ど
、
裁
判
官
が
て
い
ね
い
に
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

Q
　
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で

き
な
い
の
？

A
　
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
の
で
、
基
本

的
に
辞
退
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
学
生
や
7
0
歳
以

上
の
方
、
病
気
や
介
護
な
ど
の
事
情

で
裁
判
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
と

認
め
ら
れ
た
方
は
、
辞
退
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Q
　
仕
事
は
休
め
る
の
？
日
当
は
も

ら
え
る
の
？

A
　
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
た
め
に

仕
事
を
休
ん
も
、
雇
用
主
は
不
利
益

な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
旅

費
や
日
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　
雪
盲
‥
＼
＼
w
w
w
．
8
⊆
ユ
S
．
g
e
．
j

p
＼
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
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要体顔、子とも定吉はがんばっています。

－ � 

鶴 間態 
藍葦襲＿＿、ノ 

（県知事賞　あらきこうた君の作品）

この絵は、鹿児島県図画作品展において県知事貨を受賞した加

治木小2年生　あらきこうた君の作品「楽しいキャロットすべり

台」で黎明館に展示されました。また、特選1点、入選3点の町

内児童作品も展示され、子どもたちのがんばりを示しています。

そのほか、加治木中学校の吹奏楽部が九州吹奏楽コンクールで

優秀校となったり、野球部・弓道部・テニス部・陸上部が県大会

で優秀な成績をあげ九州大会に参加したりと、中学生も大活躍し

ています。

先生方もim　教　科　等　部

7月28日から3日間、町内の各小・中学校の先生方の研修

会が集中的に開催されました。

28日は、鹿大名誉教授の島田俊秀先生が「今の子どもたち

に求められる資質と教育」という演題で講演をされ、143名

の教師や保護者等が聴取しました。

午後からは、理科、音楽などを皮切りに各教科の研修会が

開かれ、他の研修会も3日間にわたり実施されました。夏季

休業中、先生方が心置きなく研修に励み、2学期からの教育

活動に生かしていってほしいものです。

一一一一一一一一一一一一一ー○○il 　　－lr 

i臨調I： 

講　演　会

朋諸本調教高話演芸「 　　　　■｝● 　　話方188m室 
∴∴　　∴子 　　　∴－ 　　／、i一／i 

‾ふ毒 　＿＿000▼、 冒 �：〈 ∴∴ ＝：し 

」＿＿＿二二一°一一　　　　　」

8月26日、初めての行事「少年の主張」発表大会が福祉センター

で開催されました。加治木町の子どもたちが、「ぼくの夢」「加治木

町の自慢」「加治木の未来図」などについて、多くの町民の前で

堂々と発表してくれました。

自らの思いを表現することがだんだん苦手になってきていると言

われる昨今、加治木の子どもたちに大いなる期待を抱かせる発表大

会でした。同日は、午前中に英語暗唱大会も開催されました。

撃　方介 一事l 　　　　　　　　　　　　　　　　加治木中学校 

本校では、歴史と文化の薫り高い加治木町の伝承文化を生 かした教育活動に取り組んでいます。なかでも総合的な学習 � �臆 ●† 帥陣痛 萱事：施 �函 � 
の時間を利用して「太鼓踊り」や「示現流」「天笛」「龍門司 

焼き」などを体験させています。生徒たちは、郷土のよさや 

伝承文化の魅力に触れながら生き生きと学習し、豊かな心を 

培っています。11月の総合文化祭で成果を発表しますので、 

ぜひ御覧ください。 

問い合わせ先　加治本町教育委員会学校教育課　℡62－2111内線341



「お知らせ」が電話で開けます。

11

地区大会・県大会・九州大会で大活躍
平成16年度中学校総合体育大会および中学音楽コンクールにおいて、加治木中学校の生徒たちが、

大活躍しました。主な成績は次のとおりです。

曇雷　球 �部＼＼り 

★姶良地区大会　優　勝 �、1l 

★県　大　会　優　勝 �患 

★九　州　大　会　2回戦 �∠ニゴ 

ソフトテニス部
【男子】

★姶良地区大会　団体優勝

★県　大　会　予選敗退

【女子】

★姶良地区大会　団体第3位

★県　大　会　個人戦優勝

（上松瀬さやか・上山智子組）

★九　州　大　会　個人戦第3位

★全　国　大　会　1回戦

バスケットボ“ル部

【男子】

★姶良地区大会　第2位

★県　大　会　1回戦

【女子】

★姶良地区大会　優　勝

★県　　大　会　2回戦

水　泳　吾 �P誘漆 
★姶良地区大会　団体第3位 �一三へ二三＝二三三二 、‾ここミミ＝＝－＿＿ 

サッカー ★姶良地区大会第2位 ★県大会第3位 �部轟 

弓　道　部 � 

【女子】 �3 毒し；・ 

★姶良地区大会　団体第3位 � 

★県　大　会　団体第5位 � 

★九　州　大　会　優勝（2年連続） � 

8映責楽部 

★県中学音楽コンクール夏の祭典　金賞 

★九州吹奏楽コンクール県予選　金賞 

★九州大会出場 

リコ“ダ園部 

★県中学音楽コンクール夏の祭典　金賞 

おめでとうご乱ヽます。ますますの御活躍を期待しています！

●
、
蚊
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児暮委員による
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9月から、児童委員による『ふれあい子育てサロン』が始まります。このサロンは 

地域の児童委員やボランティアと、子育て中のお父さん・お母さんが子育てを通して 

ふれあう「ふれあいサロン」です。お茶を飲みながら楽しくおしゃべりをしたり、子 

どもとゲームをして、親子のコミュニケーションを深めましょう。 

子育て先輩の体験談 
誰かと話がしたくなったら

遊びにおいで！！

く二⊃ � 
く二＞ � 

⊂二＞ � 

「二・∴・ �由 
く二二）　） く二二）∴11選一－） く二二二＞　千．生i惣 �目くそ二二＞ 　く二＞ 

お茶とお菓子と楽しいおしゃべり 

子どもと保護者一緒にあそんで � 

コミュニケーション �×どなたでも無料で参加できます∴ 

∴×直接会場へおいでください。 

会　　場　　名 �所　　在　　地 �開　　催　　日 �担当児童委員 

ふれあいセンター �本町380 �毎月第3木曜日 午前10時～正午 �岡元　宏　ほか6名 

陶　夢　ラ　ン　ド �小山田1583－1 �毎月第3水曜日 午前10時～正午 �永吉清美　ほか4名 

蔵王団地公民館 �反土1558－1 �毎月第3水曜日 午前10時～正午 �中丸　久　ほか5名 

塩　入　公　民　館 �木田250－1 �毎月第3金曜日 午前10時～正午 �稲恒章夫　ほか2名 

室　町　公　民　館 �木田1721 �毎月第2火曜日 午前9：30－11：30 �秋宗郁子　ほか4名 

赤坂団地公民館 �新生町585－13 �毎月第3水曜日 午前10時～正午 �森木洋子　ほか5名 

連絡先　ふれあい子育てサロン・会長　愛下ひとみ　℡62－2281
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図四日霊園
ジェンダーからの解放は
男女共通のテーマです。
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男費共同参画
（ウノ25－8′1）〇第女美田参を濃蘭フェスタ」纏了！県男聖参苧ン三二

「男だから女だから」と性別によって役割や能力を決めつけていることはありませんか？

「男女共同参画社会ってな捌こ？ジェンダーというメカネで見ているものを考える」

7月31日、マス・コミ学、社会学、女性学専

攻のフェリス女学院大学の諸橋泰樹教授による、
コマーシャルの中にある、男性や女性の仕事ぶ

りを考えてみようという講演がありました。

家のリフォームのCMを例に、家にいる人や

早く帰ってきた人が洗濯物を取り込んだり、お

風呂を準備したり、食事の支度をしたりすると

暮らしはどうなる？

家のリフォームの前に考え方のリフォームを

した方がいいのでは？と投げかけられました。

皆さんの家ではどうですか？

7／31日主活動グループによるワークショップでは

①「さわやかな自己表現」
（②「私の自立」それって自分の可能性をつぶし

てない？

③『「性」と人権（ちょっと待って！決めつけ

ていませんか？一今までの「性」の当たり前

だけで見えなかったもの～）

7／25－8／1

★　男女共同参画基礎講座受講生による作品で、

「そこから見えてくるメディアの伝えたいもの

を考えてみよう」と、週刊誌等の切り抜きを貼

り付けたコラージュも展示してありました。

★　県内19の女性企業グループによる生産物・

加工品等の展示では、（有）加治木町農産加工
グループもしっかり展示してありました。

④「男性受難を生きる一男の生き方再考」

⑤「自分らしい生き方をするためには」

⑥「女性への暴力を考える（特に精神的暴力に
ついて）」

テーマだけで、男女共同参画の課題が見えて

きそうな分科会が展開。

展禾ロビーでは

∵∴ri畿「1

，莞
8／1上映会「リトルダンサー」から

「男の子がバレエをするなんてみっともな

い」と失業中のパパに猛反対された。パパは13

歳の少年にボクシングやフットボールで強く

なって欲しかった。でも少年が夢中になったの

はクラシックノヤレ工。
‘‘バレエをすると、烏のように空を飛んで、

体中に電気が走るんだ。”

少年はどんなときも練習を重ね、小さな体で

大きな夢に向かって羽ばたく。

やがて、応援していく家族の温かさが伝わる。

亡き母の想い出、失業中の父、介護の必要な

租母、介護・炊事・家事をする兄弟、夢を叶え
させたいバレエの先生、少女の幼い愛、少年の

少年への愛、働くことの意味など、いろんな生

き方が自然に表現され、自分らしく生きるとい

うことを考えさせてくれた映画！

※男女共同参画相談室の御案内　鹿児島県男女共同参画センター（旧県庁跡） 

電話・面接・法律・心と体の健康相談　相談専用電話：099－22十6630／6631（休みは月曜日） 

問い合わせ先　総務課　男女共同参画係　　℡62－2111（内281）Fax62－3699
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第5章「地球にできること　一地球市民として－」

国（政府）の取組
○地球温暖化対策推進大綱の決定（1998年）

京都会議終了直後の1997年12月、内閣総理大臣を本部長とする地球温暖化対策推進本部

が設置され、同本部において1998年6月に地球温暖化対策推進大綱が決定しました。ここ

では、京都議定書の目標を達成するための当面の地球温暖化対策が禾されてし、ます。

Oi地球温暖化対策の推進に関す

る法律の策定（1998年）と

基本方針の決定（1999年）

地球温暖化対策の推進に関

する法律（地球温暖化対策推

進法1999年4月施行）によっ

て、日本の全ての主体が地球

温暖化対策の推進に取り組む

こととされました。また、そ

れを受けて策定された基本方

針では、国、地方公共団体、

事業者、国民の全ての主体が

温暖化対策を推進すべきこと

が志されています。

○エネルギーの使用の合理化に

関する法律の改正

産業分野での省エネルギー

を推進するため1979年に制

定された、エネルギーの使用
の合理化に関する法律（省エ

ネルギー法）が、第3回締約

国会議（COP3）を受けて

1998年に改正されました。

〔図1〕
図1　地球温暖化対策推進大綱に基づく施策の体系

j“ ；＝ i：＿ � �1．地球温暖化対策の総合的権道　　　○地軸酸化対韓継 ��進達に基づく成合的かつ動 

顕的な封鍵の能登 

2．エネルギー需給両面の対策を中心としたCO精出削減対 ��策の推進 

くエネルギー書館面のCO持出刷減封京の着筆＞ 

1）改正省エネルギー凄Iこよるエネルギー消費勅書の大幡遺著 � 

2）省エネルギー基機番の強化 

3）インフラ整後篇によるCO持出卿銅豊社会の般成 

4）寄集界筆の后細部iの事緩さ繊 

5）観たな省エネルギー纏録縛番の蘭舞・書曇 

＜エネルギー機能田のCOi請出刷減封簾の議連＞ 

1）原子力豊嶋の機番 

2）録エネルギーの調速的購入 

3）重力賃農事強化射貫の議連 

＜その他のCO請出調柑鋤簾の機運＞ 

1）エ象豊田からのCO抽出機相対簾の接着 

2）露葉物からのCo抽出同相対策の着筆 

3）木材東軍の有功利用の着筆 

3．その他の温室効果ガスの排出抑鋤対策の推進 

1）代曽フロン絡3ガスの持出抑鱒前景の議連 

2）メタンの持出刷減封京の機運 

3）董強化裏書の鋤出輸農対策の着筆 

4・櫨輔のCO破収湖東の堕つ罪謡惣競 

5．年 �噺的な確境・エネルギー技錆の研究開発の強化 

6．地糠観測体調等の強化 

7・軸協力の璽二二二つ認諾霧謂灘㍗震超の船 
3）観傾費動鹸備イこ ��シアティナの機運 

4）9億田との臨検に ��よる協力乗件の集録 

ライフスタイルの見直し 

！．裏鴫面の購入についての国民的ききの展開 � 

H．自能事の安全かつ義正な利用の促道に向けた覆繍最後 

皿．綴喜・寄集及び請繍提供体鱒の重き 

Ⅳ．政府の寧先実行 

V．地糠電照化対策を道める継化運動の展開 

Ⅵ．社食システム要義に向けたモデル事象の実篤 

［出典］環境白書平成13年度版
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企業の取組

○産業界からのC02排出の現状

産業界からのC02排出源をそれぞれの性質から、表1のように分類されます。産業界から

のC02排出量の総量は、日本のC02排出量の約8割を占めてしヽます。

○産業界による自主的取組

産業界での温暖化対策を進める

大きなものとしては、省エネル

ギー法と並んで、業界ごとの自主

的取組があげられます。
1997年6月経済団体連合会は

環境自主行動計画（2010年度に

産業部門及びエネルギー転換部門

からのC02排出量を1990年度レ

ベル以下に抑制するよう努力する

目標）を発表しました。

表1　産業界からの二酸化炭素排出について

鶴∴∴H �8本のCoま排出に 占める組合 �主な塵集 

エネルギー艦捜龍田 �7．0％ �重力、ガス、持供輪 

食∴it∴競∴il �44．6％● �築造果、建投棄、教練水虚業、鑓乗 

民生（某赫）鶴田 �12，2％ �事赫所、冨質店・スーパー、競食店、学校、縞屍など 

運　輸　部　H �12．8％●● �トラック、バス、タクシー、鉄道、灘運、観望 

露　　　薬　　　物 �1．9％ �プラスチック書機軸 

合　　着 �78．5％ � 

◆エネルギー網賃40．3嶋とエ章ブ〇七ス4．3％の紬．

◆◆運輸全体では21．2％．国土責連番の99年のデータではミ輸全体のうちの66．4％が自家用乗用車からの韓日●田

立轟機種舞踊のデータIこ基づいて、さま綱要粛軍のうち7網を筆意用として鹸外した．

［出典］環境省「1999年度の温室効果ガス排出量について」

地方自治体や地域の取組

○地域での対策の枠組みづくり

地方自治体は市民や企業にとっての

身近な行政機関として、地域の地球温

暖化対策におしヽて大きな役割を担って

います。

加治木町は平成15年度に地域新エネ

ルギービジョン策定等事業を実施し、

加治木町の地域の特性・実態に即した
「新エネルギー導入ビジョン」を策定

しました。これに基づき、新エネル

ギー導入方針の具体化を推進します。

ますこ、鹿児島県は今年の6月1日に

鹿児島県環境技術協会を、地球温暖化

対策推進法に基づく「地球温暖化防止
活動推進センター（かごしま県民交流
センター内）」に指定しました。地球

温暖化対策の普及啓発や温室効果ガス

排出の実態調査・研究を行う拠点とな
ります。

図2　加治木町の基本方針及び展開方策

基本方針・展開方案の体系

【義人方針】

（D　公共抱腹への噺エネ

ルギー購入の誰遥

②　クiノーンエネルギー

自動書購入の脆遊

⑧∴震食用油再利用シス

テムの柵禁

④　新エネルギー導入助
成・入札制匿の榛的

」L

t啓発方針】

①　広鵜録．ホームペー
ジ善による物鯛の公
照I

②∴公共飯館への新エネ
ルギー番人瞳よる地

域性民への最強告発

⑧　イベント等たわける

曾及皆尭活動の実施

【教育方針】

①　エネルギー・農機敵

さの実録

②　青少年への体験型プ

ログラム及び学言合
の異議

⑥　大学・研究機劇との
連携

▲　　　　▲　　　　▲

継∴∴練　　的　　推　　連　　体　　制　　の　　鋤　　築

▼　　　　▼　　　　▼
宣言聯出潤一。雀旺ネJ嵯岬の咄重義

家庭でできること
○家庭内での省エネルギー行動は環境負荷の低減になる

使っていなし、家電製品のスイッチを切る、節水に努める、通勤を自家用車から鉄道やバス

に切りかえるといった家庭における省エネルギー行動は、資源の有効利用に資すると同時に、

経済的負担の節約やC02などの環境負荷を低減することができます。
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註龍三干草÷
坤鷺郷関や結滞

高ま嗣

綿布⑳覇脅日勤繊
棚〇両

⑫
Hieveryone！皆さんこんにちは！

加治木町の新しい国際交流員のベティ・リンです。加治木町に来てから約2か月経ちました。この間、幾つも

の歓迎会に参加し、夏祭りの総踊りに参加したり、加治木町の花火大会を初めて見たりしてすごくうれしかった

です。これから、前国際交流員のカトちゃんに負けないように頑張りますのでよろしくお願いします。

★自己紹介…・私は1979年に台湾で生まれ、9

歳の時家族がカナダのバンクーバーに移民し、それ

からはずっとカナダで教育を受けました。大学はバ

ンクーバーのブリティッシュ・コロンビア大学で勉

強しました。専門は国際ビジネスです。卒業してか

ら、同じ大学の法律学校に進学し、2年間勉強しま

した。法律学校での3年間の勉強の後、法律事務所

で1年間実習をして司法試験を受けますが、弁護士

になりたいかどうかわからなかったので、JETプロ

グラムに申し込んで、学校を休んで、大好きな日本

で働くことにしました。

日本との出会いといえば、中学3年生で、第二言

語の勉強を始めなければならない時でした。その頃

日本の漫画とアニメとビデオゲームが好きだったの

で、日本語の勉強を始めました。その後、大学3年

生の時、交換留学で東京外国語大学に一年間留学し、

日本の色々な所を旅行しました。その1年間はとて

も良い経験で、カナダに帰ってから、「いつか勉強

や仕事でまた日本に行きたいなあ」と思うようにな

りました。それから5年が経ち、ついに日本で仕事

をすることになりました。

／／／．′ヽ＼

雪∵1‾下寓」ふ、中質
l　主も　。▼一一°－）一一

★カナダについて…・カナダはアメリカの北に

あり、アメリカよりちょっと大きいです。人口は約

3千万人。首都はOttawa（オタワ）です。私はカ

ナダで3番目の大都市バンクーバーで育ちました。

バンクーバーは、カナダで一番住みやすいところで

す。冬でも気温は3度以下に下がらず、夏の平均気

温は25度で空気も水もきれいです。
バンクーバー近辺にはWhistler（ウイスラー）と

Ban鮎（パンフ）のような有名な公園や山がいっぱ

いあり、毎年大勢の観光客がバンクーバーに訪れま

す。皆さんも機会があったら、是非バンクーバーに

遊びに来てください！
▼ヽ◆ lc　　ノ∴ 

・嶋．　．一 ・蒔田易麗pJ剛高蒋 
ヽタ ＿血・ 

電工話題∵三重三三

〇回田電話電重

ウイスラー

★台湾について…・台湾は福岡から飛行機で約

2時間かかり、人口はおよそ2千万です。台湾は日

本よりずっと小さいですが、人口密度は高いです。

台湾の生活水準はカナダや日本より低いと思います

が、台湾の食べ物はすごく美味しいし、物価も日本

よりずっと安いです。台湾の一番有名なものは多分

夜市だと思います。

夜市の食べ物は面白くて、

美味しいです。そして、夜市

の買い物も安くて、珍しいも

のが沢山あります。そのほか

台湾のお茶も日本と違って、

特殊な香りと味があり、世界

中で有名だそうです。「猫

空」と言う所は台湾の伝統的

なお茶の飲み方で景色を見な

がら楽しめる店ですよ。皆さ

ん行きたくなりましたか？　　　　台湾の夜市

色々な国のご紹介をしましたが、私はこれから加

治木や鹿児島でいろいろな体験をしながら、日本の

文化を学び、カナダと日本の国際理解を深めるため

にがんばりたいと思います。この1年間でたくさん

の面白い国際交流活動を行い、皆さんと一緒に楽し

んで過ごしたいと思います。これからよろしくお願

いします！

カ
ナ
ダ
の
地
図

ニー

ノ

＿
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9別ま呆晶蒜罵認諾簿課の納期です
納期限（9月30日）までに納めましょう。納税は手軽で便利な口座振替で！

手続は、預金口座をお持ちの銀行や農協等で蘭学にできます。

問い合わせ先　役場税務課　℡62－2111（内線102－104）

庫
ん
ぱ
っ
で

い
ま
す

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流
！

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

七
月
十
八
日
（
日
）
、
錦
海
漁
協

主
催
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
子
連
か
ら
、
小
学
四
年
生
以
上

の
子
ど
も
た
ち
十
二
人
が
集
ま
り
、

親
子
で
ヒ
ラ
メ
の
放
流
体
験
を
し
ま

し
た
。
朝
八
時
に
加
治
木
港
へ
集
合

し
、
最
初
に
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ

て
き
た
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
船
に
移
し

ま
し
た
。
十
～
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
ヒ
ラ
メ
数
万
匹
が
船
に

移
さ
れ
、
放
流
場
所
の
須
崎
海
岸
沖

ま
で
行
き
ま
し
た
。

放
流
場
所
に
着
く
と
、
い
け
す
の

中
に
い
る
ヒ
ラ
メ
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
バ
ケ
ツ
で
す
く
つ
て
、
ゆ
っ
く

り
と
海
に
放
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
み
ん
な
、
大
き
く
、
元
気
に

育
っ
て
ね
と
言
う
気
持
ち
で
放
流
し

て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て
大
海
原
に

出
る
ヒ
ラ
メ
た
ち
も
嬉
し
そ
う
に
泳

い
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
錦
海
漁
業
の
方
か
ら
、

「
こ
の
中
で
大
き
く
育
つ
の
は
半
分

い
る
か
い
な
い
か
だ
よ
。
み
ん
な
が

食
べ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
ま
で
大
き
く
な

る
に
は
、
3
年
以
上
は
か
か
る
だ
ろ

う
ね
。
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
自
然

界
の
生
存
競
争
の
厳
し
さ
を
感
じ
た

子
ど
も
も
い
た
よ
う
で
し
た
。

た
だ
、
放
流
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
然
の
厳
し
さ
や
大
切
さ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

事
業
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
た
い
へ

ん
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。



18

ホームページアドレス

え世 三三三言霊三三三 � 

誉語　学 
ツ　さ　い　　　　　　」．一 

塁吉　　池黒潮嘉子 

に絵　いす歳な � 

親筆露窪等　草場咋■書籍 � 
た生のえたの瞬れ　　1 

措緯謹謳竃・“i‾ 　　　† 

りの　輝感14に言∵y 

のクいと戻カを 

整詐読書艶ギ‾ 
イルカの歌 カレン・ヘス ●〇〇人簾 

誉会し驚人たな 

挨罷難さ　　・桁 

諜謹言　詣繕 
こ　9童パ地天空 んひ話l図国中 �そ 

にき　ラにはフ’ ちのガ（なまラ はうイ上しヽだン �の 他 

さコ・国遠コ たぎ　下　く 去　） く＿＿ �の 新 着 

ぁ　震∴∴∴后 �本 
毒舌せ　フ　瀬 � 

毒ん雷大，上ま田 　　　　イ川尾奥 � 
だ　　　しヽ　海　ザ　催　しヽ　英 � 
し　　　こ　赫　ウ　ー　こ　朗 � 

お箋壷の冨萱讃諜紙蓑　鬱

10月の休館日

千
尋
句
会
一

鶉
富
国
童
謡
だ
よ
り

鮭
≪
苺
ゐ
蘭
電

征
き
し
君
永
久
に
若
人
終
戦
回

百
年
の
駅
舎
涼
し
さ
絵
画
雇

人
の
名
も
ぷ
つ
り
と
浦
ゆ
る
炎
天
下

炎
天
や
夢
は
ア
テ
ネ
の
空
へ
飛
ぶ

み
づ
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晩
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究

明
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く
二
十
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夫
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舞
ふ
日
々
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な
み
鳳
仙
花

天
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我
が
も
の
顔
や
禎
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笑
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じ
け
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園
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笛
隊

足
る
を
知
る
察
し
に
戻
り
菊
手
入

な
　
　
　
　
　
ゆ
く
ー
え
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
が
み
な
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鳩
暗
く
や
行
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夕
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せ
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ぎ
赤
と
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妻
把
る
故
山
に
十
年
墓
洗
ふ

鶉
帯
夜
病
む
オ
ー
ト
バ
イ
暴
走
す

赤
と
ん
ぼ
の
群
れ
や
し
す
か
に
雲
と
な
る

ー
面
に
空
飾
り
た
る
大
花
火

立
板
に
水
の
タ
読
み
手
ら
涼
し

昼
下
が
り
票
に
寝
ば
れ
て
蓮
の
花

国
分
の
名
消
え
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「お知らせ」が電話で開けます。
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露聖堂国璽園雪

閉店を記念して

町へ寄附金

指且妙手さん（東京福住）

子ともさんのこと　いつでも御相談ください 

；○いじめホットライン i 

℡099－294－2200月～金8：30－17：00 ℡0120－783－574　土　8：30－12：00 

○県総合教育センター 

℡099－294－2311　月～金　8：30－17：00 

10月姶良郡眼科医在宅医衰 

3（日） �隼人福島眼科医院 �℡64－2940 � 

10（日） �西眼科医院 �℡62－2526 

， �植原眼科医院 �℡43－1050 

17（日） �青雲病院眼科 �℡66－3080 

24（日） �田中眼科医院 �℡65－3986 

31（日） �渡辺眼科クリニック �℡45－6888 

※在宅医は往診はいたしません。 

※在宅医の担当時間は午前9時～午後1時です。 
※原則として緊急を要しない一般の患者さんは御遠慮くだ 

さい 

19／23（木，中村椎慣 

コンサートツアー2004

問い合わせ先

開　演

18：3　0

全席指定　￥5，500　加音ホール℡62－6200

10月在宅医衰 

3（日） �すごやかクリニック �℡62－0308 � 

10（日） �鵬とまちクリニック �℡63－9791 

， �佐　藤　医　院 �℡59－2607 

17（日） �川　畑　内　科 �℡63－1499 

孤日） �壱　暇　医　院 �℡59－2019 

31（日） �徳　永　医　院 �℡58－2302 

※診療時間は午前9時～午後5時です。 
※当日の往診ならびに緊急以外の受 ��診は御遠慮ください。 

日曜・祝日歯科救急診療（午前9 ��時～午後3時） 
郡歯科医師会口腔保健センター　溝辺町（TEL誠一4翻） 

騒鎚肥隠避

星団。憶語
◎諭㊧

平成16年8月1日現在

園田可
23，180人　（18）

の
10，696人　（1）

図
12，484人　（17）

固謹囚
9，159（11）

出　生　　　10人

死　亡　　　16人
i転　入　　　95人

転　出　　　71人

※（）内は前月との比較

※集計の関係で、前月1日

の人口を掲載しています。
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竜
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江
口
団
地

勇
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上

善
次
　
赤
　
　
坂

▼
8
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た。
香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（　　）　は故人

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
◆

江
　
湖
　
　
大
迫
　
ミ
ツ
子

（
夫
　
建
三
8
3
）

岩
原
西
三
区
　
田
中
　
和
幸

（
伯
母
　
英
知
8
1
）

東
京
新
宿
の
荻
窪
で
、
小
料
理
店

「
さ
く
ら
じ
ま
」
を
経
営
さ
れ
て
い

た
、
本
町
出
身
の
猪
目
妙
子
さ
ん
か

ら
、
育
英
奨
学
基
金
と
社
会
福
祉
協

議
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
づ
つ
御

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荻
窪
駅
前
の
開
発
に
よ
り
、
こ
の

た
び
店
を
閉
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
、
猪
目
さ
ん
は
、
「
加
治
木

出
身
の
お
客
様
に
は
い
つ
も
御
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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イ
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▼
8
月
1
5
日
ま
で
の
御
寄
附
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。
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